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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示手段における表示領域に設けられた複数の可変表示部において可変表示を行い
、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　複数種類のタイミングのうちいずれかのタイミングで可変表示を特定態様とした後に、
全ての可変表示部において再度可変表示を実行する再可変表示を実行可能な再可変表示実
行手段と、
　前記可変表示手段における表示領域の近傍に設けられた可動演出手段とを備え、
　前記再可変表示を実行した後にリーチ演出を実行する場合には、リーチ状態となった後
のタイミングで可変表示を前記特定態様とすることが可能である一方で、前記再可変表示
を実行した後にリーチ演出を実行しない場合には、リーチ状態となった後のタイミングで
可変表示を前記特定態様としない、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機等の遊技機に係り、詳しくは、可変表示手段における表示領
域に設けられた複数の可変表示部において可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状
態に制御可能な遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術では、遊技興趣を向上させることが困難であった。
【手続補正４】



(2) JP 2016-26657 A5 2016.4.21

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、遊技興趣を向上させる遊技機の提
供を目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、可変表示手段における表示領
域に設けられた複数の可変表示部において可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状
態（例えば大当り遊技状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）で
あって、複数種類のタイミングのうちいずれかのタイミングで可変表示を特定態様とした
後に、全ての可変表示部において再度可変表示を実行する再可変表示を実行可能な再可変
表示実行手段と、前記可変表示手段における表示領域の近傍に設けられた可動演出手段（
例えば可動演出部材６０など）とを備え、前記再可変表示を実行した後にリーチ演出を実
行する場合には、リーチ状態となった後のタイミングで可変表示を前記特定態様とするこ
とが可能である一方で、前記再可変表示を実行した後にリーチ演出を実行しない場合には
、リーチ状態となった後のタイミングで可変表示を前記特定態様としない。
　このような構成によれば、遊技興趣を向上させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）あるいは、本願に係る発明は、識別情報（例えば特別図柄や飾り図柄など）の可
変表示を行い表示結果を導出する可変表示手段（例えば第１及び第２特別図柄表示装置４
Ａ、４Ｂや画像表示装置５など）を備え、特定条件の成立に基づいて遊技者にとって有利
な有利状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えばパチンコ遊技機１な
ど）であって、前記可変表示手段における表示領域の所定縁部（例えば上縁部となる上辺
など）の近傍に設けられた可動演出手段（例えば可動演出部材６０など）と、前記表示領
域の所定縁部に対応する所定演出位置にて所定演出（例えばリーチ後煽り演出など）を実
行する所定演出実行手段（例えばステップＳ６０３、Ｓ６２６の処理における「可動演出
部材動作」の決定結果に基づきステップＳ５２３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２
０など）と、前記表示領域の所定縁部の近傍から前記表示領域における他の縁部へと向か
う可動演出方向に前記可動演出手段を進出（例えば図１９（ｃ）に示すように可動演出部
材６０を進出させる部分など）させることにより前記有利状態に制御される可能性が高い
ことを示唆する有利演出（例えば高期待度演出など）を実行する有利演出実行手段（例え
ばステップＳ６０５の処理における「高期待度演出あり」の決定結果やステップＳ６０７
の処理による設定に基づきステップＳ５２７の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０な
ど）と、前記表示領域の所定縁部から前記可動演出方向と同一の方向に所定表示態様の識
別情報（例えば擬似連チャンス図柄や大当り組合せを構成する飾り図柄あるいは突確チャ
ンス図柄のいずれかなど）を移動表示させる特定演出（例えば煽り後再変動演出または煽
り後大当り導出演出など）を実行する特定演出実行手段（例えばステップＳ６２８の処理
による設定に基づきステップＳ５２５の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と
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を備え、前記所定演出が実行された後に前記有利演出が実行される場合と、前記所定演出
が実行された後に前記特定演出が実行される場合とがあり、前記所定演出実行手段は、前
記有利状態に制御されるか否かに応じて異なる割合で前記所定演出を実行してもよい。
　このような構成によれば、遊技者に与える演出の意外性を高めて遊技興趣を向上させる
ことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　演出制御基板１２に搭載された表示制御部１２３は、演出制御用ＣＰＵ１２０からの表
示制御指令などに基づき、画像表示装置５における表示動作の制御内容を決定する。例え
ば、表示制御部１２３は、画像表示装置５の表示領域内に表示させる演出画像の切換タイ
ミングを決定することなどにより、飾り図柄の可変表示や各種の演出表示を実行させるた
めの制御を行う。一例として、表示制御部１２３には、ＶＤＰ（Video Display Processo
r）、ＣＧＲＯＭ（Character Generator ROM）、ＶＲＡＭ（Video RAM）、ＬＣＤ駆動回
路などが搭載されていればよい。なお、ＶＤＰは、ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）
、ＧＣＬ（Graphics Controller LSI）、あるいは、より一般的にＤＳＰ（Digital Signa
l Processor）と称される画像処理用のマイクロプロセッサであってもよい。ＣＧＲＯＭ
は、例えば書換不能な半導体メモリであってもよいし、フラッシュメモリなどの書換可能
な半導体メモリであってもよく、あるいは、磁気メモリ、光学メモリといった、不揮発性
記録媒体のいずれかを用いて構成されたものであればよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　主基板１１では、所定の電源基板からの電力供給が開始されると、遊技制御用マイクロ
コンピュータ１００が起動し、ＣＰＵ１０３によって遊技制御メイン処理となる所定の処
理が実行される。遊技制御メイン処理を開始すると、ＣＰＵ１０３は、割込み禁止に設定
した後、必要な初期設定を行う。この初期設定では、例えばＲＡＭ１０２がクリアされる
。また、遊技制御用マイクロコンピュータ１００に内蔵されたＣＴＣ（カウンタ／タイマ
回路）のレジスタ設定を行う。これにより、以後、所定時間（例えば、２ミリ秒）ごとに
ＣＴＣから割込み要求信号がＣＰＵ１０３へ送出され、ＣＰＵ１０３は定期的にタイマ割
込み処理を実行することができる。初期設定が終了すると、割込みを許可した後、ループ
処理に入る。なお、遊技制御メイン処理では、パチンコ遊技機１の内部状態を前回の電力
供給停止時における状態に復帰させるための処理を実行してから、ループ処理に入るよう
にしてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６８】
　ステップＳ１７４の小当り中演出処理は、演出プロセスフラグの値が“４”のときに実
行される処理である。この小当り中演出処理において、演出制御用ＣＰＵ１２０は、例え
ば小当り遊技状態における演出内容に対応した演出制御パターン等を設定し、その設定内
容に基づく演出画像を画像表示装置５の表示画面に表示させることや、音声制御基板１３
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に対する指令（効果音信号）の出力によりスピーカ８Ｌ、８Ｒから音声や効果音を出力さ
せること、ランプ制御基板１４に対する指令（電飾信号）の出力により遊技効果ランプ９
や装飾用ＬＥＤを点灯／消灯／点滅させることといった、小当り遊技状態における各種の
演出制御を実行する。また、小当り中演出処理では、例えば主基板１１からの当り終了指
定コマンドを受信したことに対応して、演出プロセスフラグの値を小当り終了演出に対応
した値である“５”に更新する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６９】
　ステップＳ１７５の小当り終了演出処理は、演出プロセスフラグの値が“５”のときに
実行される処理である。この小当り終了演出処理において、演出制御用ＣＰＵ１２０は、
例えば小当り遊技状態の終了などに対応した演出制御パターン等を設定し、その設定内容
に基づく演出画像を画像表示装置５の表示画面に表示させることや、音声制御基板１３に
対する指令（効果音信号）の出力によりスピーカ８Ｌ、８Ｒから音声や効果音を出力させ
ること、ランプ制御基板１４に対する指令（電飾信号）の出力により遊技効果ランプ９や
装飾用ＬＥＤを点灯／消灯／点滅させることといった、小当り遊技状態の終了時における
各種の演出制御を実行する。その後、演出プロセスフラグの値を初期値である“０”に更
新する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　ステップＳ１７６の大当り中演出処理は、演出プロセスフラグの値が“６”のときに実
行される処理である。この大当り中演出処理において、演出制御用ＣＰＵ１２０は、例え
ば大当り遊技状態における演出内容に対応した演出制御パターン等を設定し、その設定内
容に基づく演出画像を画像表示装置５の表示画面に表示させることや、音声制御基板１３
に対する指令（効果音信号）の出力によりスピーカ８Ｌ、８Ｒから音声や効果音を出力さ
せること、ランプ制御基板１４に対する指令（電飾信号）の出力により遊技効果ランプ９
や装飾用ＬＥＤを点灯／消灯／点滅させることといった、大当り遊技状態における各種の
演出制御を実行する。また、大当り中演出処理では、例えば主基板１１からの当り終了指
定コマンドを受信したことに対応して、演出プロセスフラグの値をエンディング演出処理
に対応した値である“７”に更新する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　ステップＳ５０８にて可変表示中演出決定処理を実行した後には、演出制御パターンを
予め用意された複数パターンのいずれかに決定する（ステップＳ５０９）。演出制御用Ｃ
ＰＵ１２０は、例えば変動パターン指定コマンドにより指定された変動パターンや、可変
表示中演出決定処理における決定結果などに対応して、ＲＯＭ１２１に予め記憶されて用
意された複数の演出制御パターンのいずれかを選択し、使用パターンとしてセットすれば
よい。続いて、例えば変動パターン指定コマンドにより指定された変動パターンに対応し
て、演出制御タイマ設定部などに設けられた演出制御プロセスタイマの初期値を設定する
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（ステップＳ５１０）。
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